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Ⅰ はじめに

	O$とはPか�というQRにSして4カー

ルTシュミットはきわめてUVにWえたXO

$とはYZ[\]をめぐるもの4つまりはY

と[との^_である4とXすべてのO$`a

bはcL`なdeをfち4!Lないしはgh

といった	ijkl�の<をとってmれる

	Yn[op�へとqr`にはsoするよう

なtu`klとoびついているX

シュミットのこのようなO$8は4vのナ

チスwxというyzとあいまって{くの|}

や~�を�びたXしかしそのO$8は4��

や��の�する���をえぐりFすことにお

いて4�なお���を�っていないXどのよ

うな��にも4どのような��にも4SDや

?�から�じた	ijkl�のo�として�

��<=された4という��がつきまとうX

�{くの������も4��によって��

やJ�の�に��+が�かれ4そして=Dし

たのであるXシュミットのY[��は4その

�を�く��するX

そもそも4P そのような^¡¢��+£

が¤められるのであろうかX

いま¥らが¦§しているこの¨�©uをª

©に�«し¬くすことは4­�には®¯°で

あるXそのような�«®¯°な¨�の±²を4

�«できるような<にw³するための´µみ

が4¶·	¨�8�と¸ばれるものであるX

この¨�8は4	¹はPºなのか�というア

イデンティティへのQいにWえるための%»

となるXP なら4±²の¼にたたずむ	¹�

に4アイデンティティなど½えられないから
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である�アイデンティティへの�いは���

が��する�	
の��と
り�すことがで

きない�

���において��が�していたのは��

�����であった�ヨーロッパのキリスト

�を�にとれば���は�����を��し�

��の から!"�に��を��した#すべ

ては$の%りたもうたもの&�

��になると�それに�わって'����

�が()した�この���は�����を*

�した�にもかかわらず�あるいはそれ+に�

'�����によって��できるのは��の

,�に-ぎず���./な01の2に��は

34せざるを5ない#�えば6の�7である&�

こうした01の2を�にして��は��8は

9:なのか
という�いだけがあって;えの

ない�アイデンティティの<=
に>ったの

である�

こうした?@を�にした���の����

なABCには�DとしてEつあった�

Fつは�01の2のGH�なIJKLMで

ある�'��に��できるNOだけを�らの

��の�	
とし�それPQには9も��し

ないものとする�このABCにRづいて��

��はアイデンティティの<=をSり�えよ

うとした�

もうFつが�ネイションという�TUをV

WXとした���へのYWである����に

あっては�TUは���Z[��の\の]に

^かぶ�_
に-ぎなかった�だが���に

おいては��#`&TUのQに��なし
とい

うaで��が��された�Tbcによってde

fがg�され�Tbchのijを��k/な

NOとして��する�TbcQの��も�そ

れがTbcにRづいてlりmつものであるn

り��TbにOまれたoじようなpの��


としてqrされる�s:��がナショナルt

されたのである�uvwがTbcでほぼOい

こまれxくされているy�は��z�には0

1の2が{|した�ナショナルな���を}

めた~�なのである�

さて�こうした�ナショナルな��
を�

lする��T�TUの�くは���Kh�K

��によって�すなわちシュミットの�う

��Q��
によってlmした-�を�つ�

そうした-�がq�される	'�ナショナル

な��はおおむね�����
として���

の��とともに�られる�

��の��は�それを��する:たちのj

に�o�への��を�み�そこに���を�

�させる���において�Tbcのh,を�

たす#べきものと される&�o�は�¡に

�ネイション
と¢ばれた�
�

���は���

に!まれたネイションに£¤することで�ア

イデンティティの<=から¥れようとした�

だが�すべての�o�が��の��とともに

lmするわけではない�シュミットが�るよ

うに�¦§�Amは¨にあるとすれば�また

��の©ªが«¬�に­しているように��

�は¨に®り¯されるとすれば�いずれのT

Uであってもそれらのすべてで��を°め±

けることは@しい�defのgpは��を²

³するものではなく�あらゆる´�において�

�:がいればµ:もいる�µ�の¶·ととも
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に��せざるを�なかった���も��する

のである	
�や�
の��は���の��

そのものの���を�わせ����への��

を��させる	���それはアイデンティティ

の� の!"を#$させる	%たして�
&

の'に�たされた()は�どのようにその�

�と*き+い�,-ここにいる.たち/を0

1するのだろうか	

23は�このような4567から89して

いる	この45を:えるにあたって�;&が

<り=げようとしているのが�>?である	

なぜ>?なのか	

@2のABがCDEFにGまるとすれば�

それはHIJ�というKJをLまえて��し

た	そのM
はCNであって�
&となった

のはOPQR�とりわけ>?Sであった	C

DTU�>?にゆかりをもつ()は�,VW/

とラベリングされた	CDXYは�XZ[の

\に]^VのZ_[をさらに`くことで

つまり�HIJ�をMaのbcにdまれたe

fghとすることで ,Xijネイションk/

のlmみをnったのである	,>?/とop

された()は�,V/としてXiのZ_[の

*こう'へとqいやられ�それでも@2XY

のlKで�@2Xiとして�rきていくほか

なかった	MaとbcのBわりに
�と�


をstわされ�アイデンティティの� にu

したはずのvらが�そこでとったサバイバル

Jwは�どのようなものだったのだろうか	

23で;&がxそうとしているy<りzは�

{のようなものである	HIJ�における

,V/として�ネイションのZ_[の|へと

qいやられた}~��の��を`き�けた�

�の()は���されていくABXYの\で�

ネイションの,Maのgh/に��を�し�

て�それをmみ�えることで�ネイションの

ghのK�へと��し��らのアイデンティ

ティをネイションK�に��づけ�そうとし

た	���を�やしたその�みはいったん�

�し�,V/という���1は���された	

だが�,>?/という���のlmみはそこ

で���されることなく����J�のJ�

�においてはナショナルなMaとbcのgh

の� としてのFたな¡¢£を¤に�れ�()

は,>?(/としての¥が¦の§を¨©した	

AB@2というXiXYは������にª1

«な
Jを¬える	それは�いわゆる­®の

'に�つ¯°からは�ABにおける�めての


�であった	だが�,>?/にとっては�

それはHIJ�に±く²³´の
� ,ア

イデンティティの� /のµ" であった	

この¶いは�J·>?のサバイバルJwに¸

�の¹º»を¼えていく	すなわち������

の
Jを$½するBわりに�����の
Jを$

½することで�>?の()はP¾EF�に�

らを�¿するFたなghをÀぎだし��Áに

あったはずのJ��のÂÃと�それにÄなる

ABのÅÆとをÇÈした	そして��らを

,�Éな
&/,AB@2のÊË&/と01す

ることで�µ³Fたな¡¢£を¤に�れたの

である	

¿%として,>?/は�ABを�じてÌ�

にÍるまで�¢Î«アイデンティティの¸�

なリソースであり±けている	この���が

AB>?アイデンティティのÏÐ ÑÒÓ



�する�����の��で	
され���と


�とに�られた��を��することで��

������と��の��とで�られてイメー

ジされる�� !"と�#$%のアイデンティ

ティとの&'に�(った)*から�を+てて

みたい,

Ⅱ ������の�� �	
���

のゆくえ

１
��における������とは�か

-.では�#$における�/012�の�

� に34を5り�6789:から;<=>

?@A:までの�/0�をめぐるBきをCて

いきたい,だがそのDに�#$において�/

012�とはEのことだろうか,-Fにおけ

るGHをIJKLMにNしておきたい,

OP89QD�RST$であれば��/0

12�とは/0U2と�Hである,だが�#

$における�/012�は�そうしたVWX

*やYPX*によるZづけを[-Mには\っ

ていない,]らは�@きく<つの^から_`

される,aつはb/0UからcなるbU2d

eであり�もうaつはそうしたfgとh&'

に�/012�にiいjれをkくl2mの%n

からなる,

;aの^からCていこう,opAqでの


�によって�/0Uはrsをtuされ�いっ

たんはvwした,そのx�����yOP２z{

��|�bU}~����の��である�@に

�の��の��が�され�b/0Uは��U

として����に��した,このsには�く

のb/0U2が��したが�����yOP４z

{��U��によって��Uは���となり�

そのx��によって�D�~���へと��

を�げた,この �b/0U2は���U¡

�に¢して/0に£まった¤~�Uxも��

に¥って¦を§めた¤~0¨©ªを«えて�

©¬へ��した¤�さらには/0に­®った

¤や���@とともに¯°へ��した¤など

にWかれ�±²したのである,その³´で�

#$における�/012�の�� ;a^た

る�b/0U2の�� �はOP:�sgM

にはµ されたに¶しい·¸であったとも¹

える,

しかしこのうち�bU}をº»に¯°でdっ

たbU2たちは�����yOP��z{�¼½と

して¾mに¿していた/0���を�ぐ��

��をÀÁとÂいで/0/をÃ`し�Ä&Å

としてÆ/0/nÇÈをÉÊした,この/0

/はËÌまでÍ�し��/012�をÃdす

るÄ&としてÄÎすることになる,だが�そ

うした%nの@�はÏ�をÐれており�/0

/の�BÑ4はあくまで¯°であった,]ら

の�くにとって�Ï�Òをº»とするb/0

Urは�ÓÔではあってもÕいÖsであった,

l2mの/0Ì�¤~­V¤にとってもま

た�/0/は×ØのÙい�ÕいÍÌであった,

/0/にdう�/012�たちには�opA

qにおける�Ú�ÛÐ�という�ÜÝÞßの

àáがâくのしかかっていたのである,�ã

の/0がä�の�UをQてåせらるゝにæら

ず�ç�ぶるに�つて�に�ずる¤��かに

��の2mに�ぎずして��	
の��は�

な
�して��せし·��し��く�ずる�

� ¢ � � F d ;��� ;２�èéê



あり�
�

という�の��は��の��	を
っ

て�く�
し����に�うような���や

その��を��する�たちにとっては�く�

��すべき��となっていった�

とは え�!"における#��$�の%&

'�の()*は�こうした���+の���

�の,+に-なる./だけではない�01か

ら23にかけて�45のように6く7さくま

とまるほかなかった#��$���8は�9

:に;って2きな<=を>える�?しくは@

にAるように�BCDとEFG�HI��J

のKL�そしてMNOPの#QRSにおける

���TUをV=にして�WX���にYり

Zけられたレッテルは�#[�から#\]�

へといわば^_から^_への<`をaげる�

���たちは�bcdeのfg)hをijに

kんだ�いわれなき#[�lばわりにmnし

ていたo�pの��qr�にとっても�#�

��がstされ�uvされるwxは�それを

yがものとするz=Zけとして{|であった�

かくして�この}~を�として�#��$��

というアイデンティティが�����8の�

を�えて�����������'のアイデ

ンティティを'�すべき��を�めるように

なった�ここにおいて�#��$�の%&'�

の���が������でない./によって�

�)されたのである�#��$�の%&'�

のこの(�<`は����に�����2�

をはさんで
ち�され�����や���E

�などとのj��なゆかりを
たない./の

�にも�#��$��への�い;れを�く�

する�を�み�した�こうした<`が� や

./にいかなる¡¢や£¤をもたらしたのか�

その¥を0らかにするのが¦§��¨の��

の�つとなるだろう�

２�����という���	
��の
��

�����

��$�の!"は�����H01©Jª９«

��¬に­まる�この¬の®¯��}�����

E°の±²³´にµ¶が·げられ����の

¸¹�ºは�»¼½という�でWを¾じた�

この¿±が�!"における#��$�の%

&'�のÀ~Á�をÂめた�すなわち�01

QRによってÃ�した!"ÄÅÄ,�¬�に

おける#[Æ�というÁ�である�それは�

ÇにÈÉのºÊ�に¿れたというだけではな

い��らは�#ËÈeÌ�という2Íb|の

¯に¿れたものとされた�いわゆる#Î�に

ÏÐかう�としての#[�というレッテルが�

�らにはYりZけられたのである��らはÑ

かに#ÒÓ�をÔくした�しかし�そのÒÓ

をÕけた�Ö�EF×Øは�2Íb|のÙÚ

であるÛÜにÏÐかう#ÝÞ��であるとさ

れた�したがって��らは�*がÇなる#¿

��ではなく#[�なのであり�そのßはた

とえàßではあっても#ÝÞ�のàß�なの

であった�

そうしたÁ�は�áâãäåHのちのæÄ

çåJという�をとって��Äに�された�

����H01２Jª３«のáâ��に�わせ�

&ª６«����4に��されたáâãäå

は�&«の�１d���において���½A

から��までの¸¹�ºで�ßした#ÎÆ��

!"��アイデンティティの+� èéê



������の���を�げた���７	には


１	３��
���５	��������５	

��������
�９	��������
�

の４�が���と�められた������が

�った !"の#$%とは
��&と'(し


それを)った*+のことであった�,-�.

における�/
�

の�01は
�����234

#�において
 56789の:;%である

と<=に>�された�?い@えれば
このA

B
 �C*たる�01%とは ��&でな
DD

い�01%だったのである�
D

そこで
,-�.をEきFり
<GをEき

るほかない ��HI%たちは
JK4Lに

よってMNされた�01たちとどのようにO

わるか
というPQをRえることになった�

�0した1とEきFった1とのSに
JK�

Cというネイションは
78TをUいたので

ある�EきFった1のVには
あくまで�0

1とともにEき
そのままJK4LのWXに

0ぬ1もいた�しかしYらとて
�Cという

JK4Z4Lの78Tの9に[たわけでは


\してなかった�E1と01とが4Z4Lの

]9に^_されるVで
 ��HI%たちは


`aしつつEきるほかなかった�Y�b�ら

は
ともに�った1たちを c%と>�しM

Nする d/&%すなわち<Gefのg]で


その c%というh�をUきiけつつ
Eき

ることになったのである�

いっぽう
34のjkの9にlてmかれた


,-�.における��&の�01たちは
4

Lによるn�Do$Dpqといった rs%

をtることもなくumされ
その0はvwな

xyとして
z{|}~をEきFった*+の

��に�み�まれた�

そもそも���において
�01の0jは

すぐには��されず
umされて�Fな�を

�していた����� <G,-�����

$��ノ��%によれば
 Bにd�はY�

の�01��に'して\して��の�mをも

�す�からず
�し�れを�えて�す1あれ

は��すと�ふにてありき�されば ありて

�れが��をなす1なく
0¡はみな¢£¤

¥の¦に§せ
¨は©ªするの«wを¬めざ

る�からざるなり%
�

というw­であった�

 Y�%とは®¯されているものの
umさ

れ
�Fな�を�していた�01のほとんど

は��&である�
�

こうした°±を²のAたり

にしたり
そのVに³らのJしいものがいた

りした*+にとって
,-�.における�0

1は
 ´の�える01%であった�µ¶


,-�.·¸から<G¹~にかけてºかれた

 »¼½³¾¿%を�ると
]ÀがÁび[し


ÂÃにまみれてÄれる�がÅかれており
«

ÆÇよりもvwさが¹Èに[ている�
�

こうし

たÉÊËは
Yらの0がAB
ÌÍÎなµÌ

をもってÏjÎにxyされていたことをÐし

ている�

３���の��Ⅰ ���	
��
の�

�����������

�でÑべたような
いわばdÒの ÓeÔ

Õ6dcÖ×%によるØ~Ù�に'し
Ú�

�ÛをはじめとするÜzÝのÞßからなされ

たàÑは
<G�	�Kにáってから�られる

4 ¶ â ã ä å æ��ç æ２�èéê



ようになってくる������は�この�	�


��
に��の��が�けられた��を�

のように�べる�

������といえば���� �!"

#$らの%&'(が)*をにぎった�	で�

+らの)*ヘゲモニーはもはや,-のもの

となった./には�
��01の23も�

もはや-かしがたい45678となってい

た�そうなると�
��の9:にも;い<

がでてくるわけで�=1では2れても
�

の>?を@<たちはAるというBCがあっ

た�そういう2Dの�EBが�F5に�け

られたのがG�HのIJ5Kである�
�

��	LMにしてL�の.)�=NOPで

あったQRSTが����U����V�のことで

ある�この�	�G�HであったDたちが=

1によってWXをYることはもはや,Z[な

\]となっていた�23をWぐには�^の_

`がaえられねばならない�それがすなわち�

IJ5Kだったのである�

また�そうした)�\]とは^に�bcd

e@fYgにおいても�������における

あるhのijがklされている���m	の

@fYのno�pにqれたように�rsがt

びuしvwにまみれるexのyがzかれてい

る�だが�この�	を{に�そうした|}な

z~が�なくなり���によってはまったく

zかれなくなる�さらに���STは��S

Tの��けともいうべきSTであり�8�の

cde�はシャツとズボンの�NでS�に�

いたとaえられる���m	の��はそうし

た78を.�した�Yになっているが�この

�	を{に�exの��は�Nとしてzかれ

るようになっていく�
�

���という��が�S

�Dの��からリアルさを�い�り�それと

ともに�}さもまた��に�れていったので

ある��Dは�Dの�を��し���6だっ

た�の ¡は¢£6となっていった��Dた

ちは���しい��から¤�の¥£としての

��へと¦§しつつあった�

この�	�¨�©ª«がbW¬­®¯g
�

と

<°するIJ5が±まれていく�その�²が�


³´'xの_になるµ�であった�3¶·

&¸A¹º»5¼のu½が����U����V��

¾じく¸¿�5¼が����U����V��!À

Á¸ÂÃA¹ºÄF¼が����U����V�で

ある�これらのµ�は�!ÀÅ�Æが;うと

ころのbÇ�­®Èg
��

によってÉかれたIJ

5に¥して�
'Êおよび³´'のb¬Ëg

をWぎ�bG�­®gというÌで@らのÍn

をÊÎしたものであった�このÍnにÍつ��

は�bG�gとb­Ïgとの�ÐÑ.ÒをÓ

Ôし�bÕの­ÏgをÖし�×ÏへのØÙを

%&ÚとTうことで�bÛÜ5Ýgに¥して

b45のÞßしgをYったのである�

こうしたbW¬­Ïg5ÝにおけるbW¬g

とb­Ïgとのバランスは���をàってá

âにijした�©ª«によれば�
³´'に

ãらず�こうしたbW¬­®¯gのIJ5は�

��がäがるにしたがって�bW¬gよりも

b­®gへと1åが¦されていった�
��

そうし

た��6なvれのÑæとしてçげられるのが�

��³´アイデンティティの�� èéè



���り���から��	へ
という��


�を�げた����の�����
である�
��

また����にこれと��する�で� !"

#は�����$%&��'()����$%&��'(

の２�にわたって�*+�,-てに./01

の23を�なっていた�その45あってか�

����$%&��'(５6�789��:;<=の

>.9�	?@がABされ�C６6に !へD

/した�"こぞっての�EFが�なわれたと

いう�GH� !には9IJKL�MのNM

まで*+?@がOPし�かつての��+のQ


は�+R
へとSいをTたにしたのである�
��

�UVWX
Yの%&ZT[は�こうした�

\]^の_で8`していた�

そのようなab�cdの=にあって��#

efgのWX
の�hをKiにjしたkdが

ある��lmのnにおける#eoMp	のq

rstuv
である�%&ZTwにMpした

xyは%&z({|�}~��tではなく~

R��tにuvされていたのであるが���
�

$%&��'(の9���uv�から�J�qr

st
��

にuvされ�����$%&��'(の9���

uv�までに������がuvされていた�
�	

��

��o��	
も����$%&�
'(の9���

uv�と����$%&��'(の9���uv�に

おいてuvされている�ところが�その_に

はlmのnにおいて��に�けて��した	

も�まれていた�それに�し���を��し

て���と��した#e)��)�w)��)

��といった�oの���Mp	は�uvさ

れることなく 1されていたのである�¡�

¢の�UV
が£む_で�この¤が¥¦とさ

れた�
��

§¨©¨ª)«!¬�­
�


が����$�®３'

(２6３¯�§¨©において�なった°¥±

²によれば�こうしたMp	のqruvを³

める23は����$%&��'(に|めてr#の

´にµされて¶©を�·し�����$%&��')

����$¸�	'(にもr#で°¥があったが�

¹�ºは�»¼_
と½べるばかりでその�

¾は¿yとして£んでいなかった�«!はこ

うした¤をÀÁしたÂで�

ÃにÄÅÅの°¥をµしてGÆ�ÃにÇ

ヶ(をÈ·してÉ{�¹�は»¼にÊËし

てÌるとÍふたのであるから�ÎÏ»¼は

ÐBしたであらうとÑふ�Ãに»¼がÐB

したならば�¹�はÄÎ|の%&ÒÓI(

の23のÔÕをÖれて�さうしてÄMp	

をqrstにvるとÍふÕÑがあるのであ

るか×や� しÉÕÑありとすればØ�Ù

ÚにÛをÜ�するのであるか
��

と¹�に¥いただしている�これに�して¹

�は��Ý23にÞしては¹�はßに�àの

�áをÜâしã=Ûがä¨のËå_なり
と

æçしたという�
��

そしてC���	$�®４'(

４6�#eoをはじめとしたこれらのMp	

は�qrstにuvされたのである��#e

oのMp	を�àとして��
のQ�に�め

おく¯Ý�\の|�0âは�ここでその��

が�れたことになる�ただし��qrstと

#eoとのÞわり
というこの¥¦は�それ

GÂ�がることなく�¨�の_�は�lmの

r � � � � � 9��� 9２�èéê



�における���というテーマをめぐる��

�なものに�まった	のみならず
��
�

�の��に�してはこれが��にして��で

あり
これを���にして����の�
�

���の��にまで ることはついになかっ

た	!にこの"#
$%なのは���の��

そのものではなく
&��の'(�)*�を

+すことだったのである	したがって
)を

+した",でこの-'は.わったのであり


&/0の�の12�������という34

すら
�には5れ6られていくのである	

４����の��で��	をさけぶ
の��


�����

78の"9に:り
����;78３<=１>

?@
��
�の&���をABすべきCD

�なニュースがEFGをHけめぐった	�IJ

KLMNOとPQRSとのTUである	PQ

RSは
PQVWのXYでZ"の[\]^J

PQ_`のabである	このcdをeえるf

ghiには&j$なるklm�&このnなき

kocとpす�などといったqrしがsった	

また
&PQtと�uとのkc�とvしたw

3は
&xyあるそのtz�との{qrしが

つき
&RS|の}L_`~は��
��P

QVW~のXYで���=X>をもつて�れ

た��VW~は��の�あり
�fに�し�

�の�に�つて���めたが
3�と��し


Z"���で��な�
の��であつた�と

�
PQtを��している	
��

また�しくもこ

の=は&かの����の�r�かるべき=の

�や� り�
��

した��=�の��の=であった	

Q¡¢だったRSがTUに�して£¤に¥す

るため:¢したPQS¦tのZ�JPQWY

は
&��"9の§l¨もさだめし©んでゐ

ることゝ�ひます	§l¨にしましても
�

���の�
�の�ªと�Eこのめでたき7

8��の�しきめぐりあはせを«¬しながら

­®と¯じやうな°±で²©にむせぶことで

せう�
��

と³っている	´�tのµ3というい

ささか¶·な¸¹ºではあるが
この",に

おいては
��
�の&»¼�はもはや½い

¾6の
&§l¨�の¿vとÀしつつあるこ

とを
これらのw3はうかがわせている	

ともあれ
およそ��=にわたってÁ@にÂ

Ãしてきた��
�の&»¼�は
´�tと

�
PQtとのcdというÄでこのとき
�

つのÅ,に¨したのであった	

それから９=�の���	;78��<=５>


ÆÇÈEFÉ¡ÊËのÌÍをÂめていたÎÏ

ÐÑは
Æ�
Ò�ÓËにÔÕするにZって

の4Ö×ØのためのÙÚÛÃにrた	ÜÝJ

Þßを り
�
àPに:ったÐÑは５>９

E
àPá��âで&�fÊにおける�
�

とvしてãäをÃなった	?å©9�によれ

ば
ÐÑはæのように«べたという	

�
°çは��W����により�られ

た	�はF�の��tで
����
�1

	
'�であるが
��tとして]のÕ�

tだった	��かくPQVW�
にその�

�は
�����の��を�じ
���É

の]��より
��として����の$�

に�じ
�の��を��として�い���

Ç9�
アイデンティティのz� èéê



��の��を�んじ�った��は	
���

たる
�である���その��の���に

おいては	����の�����で	��

�のバラック�てのものでないから	その

� !の"わりはありようもない�#�$

%の&で'()*の+となり	,はその-

の".とはなったが	これらは/0の12

34の5いのようなもので	67や89の

:に;<を=えたに>ぎない�
��

また	?@ABCDEFGをHIして	

����JKL��MN３O５0にPQ@A@がR

S@TでUしたVW@でも	XYはZ[の\

]を^なった�XYは	_@A�の`���

は��abc��の���なものでいわばd

eがついている�この@A�が�fにしてg

hになるとはこのiのミラクルだ�j�kで

はできぬ�ここでこれはlm4のn�である

ことにoづかねばならないpとqべ	_rs

のtuには	ghなどということは	vPの

wxがない�yz{|cと@Aの}~はgh

の3��となっているが	これはとんでもな

い���いであるpと6い�った�
��

��
"

��	67��が����を�げた��にあっ

て	67��そのものに�り�い	+5�^

を��する_67��pによって��の��

となっていたXY
��

と	`���をひたすら�

き�むことで+��0�の�!�となりつつ

あった_@A��の�� pとの	*
なま

での¡¢の�£を	ここに*ることができよ

う�この-	3¤は��¥¦をとって+5�

^に§�することになる�

y¨XYの©ªに«を¬たPQ@A@の­

®は����JKL��MN	_@A�`���¯

°@pを±²し	³´µにmして¶·�u¸

¹ºの»¼½9を¾¿した�そのÀÁは	�

ÂÃ�に_ÄÅpの³Æと_ÄÅにÇÈÉ�p

の³ÆをÊËすること	�@A�©ÌÍÎÏ

がÐ
��のÑÒの�にQÓÔÕÖとして×

N�にわたりØ`したu�を
Hすべきこと	

�ÌÍÎÏが-NÙÚされてaÛÜとなった

ことを
HすることJこれについては	�~

の
�がÝに
HされていたÞßàáのH


にâし	ãcÍであるM	の３äであった�

³´µとのåæにçして@A@�は	�qの

y¨XY\]�H�を��として³´µに�

�したという�
��

これらのÀÁは³´µによってÂÃ�に	

け
れられた�����JKL��MNの�５��

¼¸¹º?¶·�u �
 ��¹�Eには	

_-	��では	ÎÏがかつてQÓをÔÕし

て	Ø`にはげんだことを�し�され	その

�をおゆるしになつた�	aÛÜをお�けに

なつたpというsたな�³が�
されたので

ある�
�	

@A@��であるÌÍÏ�がこのNの

@A@�@においてqべた�のような6�に

は	��しつつある_`�@Apへの�ちあ

ふれた Ñを!�することができよう�

@Ajといへば	�@A��の��を�

しますが	それには��N�の��と�	

とがあります�rsの�にはg
にたち	

�[は��の�
を�りましたが	/0で

は��のせまいことは も��いません�

� ç � « 7 � ���
 �２�èéê



��と�も�����が	
��して
	

�の����ち����の�に�ひ��し

たのでありまして
その��の��は��

と�も� !づるところはありません"む

しろ#りとするところであります"これに

は$%も&'(はないことと)はれます"
��

ここに*って
+,�-において.��/

01に2せられていた.341というレッテ

ルは
ほぼ5�な6で
いったん78された

と9えよう"
��

:;<と=>?�@
��

との�Aに

よる
BCDと=>Dという.EF1Gの�

びつきをHえて
.��/0のIJK1は

.BCをLMとする+,�-の�DNO1
��

へ

とPQされた"だがそれは
.��1がこの

�R
+,�-�DのS�へとTUされる�

�に�んだことをVWしない".��1の

.XCYZ1は
[に\きん]た
#るべき

ものとされ
そのことがかえって
かつてと

は^_`の��に.��1のabcをdめた

のである"

.�efghQij1とkったl�emno

����pqr��st７uvは
.wPにxく�

�のmf1.yはる��z{1などのコピー

とともに
���mfに|する}bを~んで

いる"
��

���のmfは
.�����1のも

と
あらゆる�eが��うべき��の��に

まで�ち�げられたのである"

この}bに��する���にI�してみな

ぎっているのは
.かくて�����の�O

と���mfは
その�-�な��に��I

�するものが�]されるのであります1
��

と9

い�りうる��であった"その�りのリソー

スとして�に��されるのが��^�であり


そのmfのY として�られるのが¡¢£で

あった"

��^�¤は�¥¦§を¨んずる©@f

を�fとし
ª«¬­を®¯とし
�ら©

@fを°められ±±²しかしながら³¬­

はmnの´µを.&�のために1と9ふこ

とを¶·にされて¸り
^�¤は©@fの

みによる�¥¦§の°¶に¹ºすることが

]»ず
Z¼に½り¾の¿Àを°められ�

-YZのÁÂをZ¼のmÃによつて�]し


ÄÅされたのである"�ち��YZは�-

YZであり��Æは�-Æである"

ÇのÈたるや�efgmnの�-YZ±±

とJ	でありそのÉK�ÊËとして¡¢£

の��がある"Çの�Q£0のMはÌに%

�と	KÍÎ§のものであり
%�Ïびて

�ÐなしとのYZはC¼Ñ	のYZであつ

て
�Kに`するÒOをÓからしめるÔÕ

のÖであり
C�eÔÕの�-YZである

と9はねばならない"
��

©@f�な�¥¦§×とZ¼Dの��とを

Øせ�つ��^�は
��Ùの�-における

Ú�ÛKÜのニーズにQ
したÝÞであった"

ß���の�àと´されるこの�áは
.�

�/0のIJK1がâã��の.äå1をæ

たし
çりない.XC1への¼をひた�るL

で�いに��を�びた"
�	

�,が��する.�

-YZ1は��にあり
.��YZ1は��

+,��アイデンティティの�� èéé



��にあり�という��が�んに�られた�

そしてその	
の��として
ち�されたの

が����に��される�����であり�

その��としての���であった����を�

える� を!て�"���#はもはや$い%

&の'�となっていた�その(の)*さはお

ろか�+,-までもがここでは.�され��

��の��によって/いた"01な2#
��

と3

4されるのである�

また�この56における�り789き7は�

":;�<#という=>が��しているよう

に�?���@といった?AのBいCをDけ

�し�EFのGH-をIり�すJK �ナショ

ナル�な-LをMするにNっていることもO

PにQする�それまで�"��R@のSGT#

はUずしも��をVWするとはXえなかった�

Yえば�����Z[�５\��]^を_`とし

てabしようとするcdeにfして�そのg

hをiMするdjkがalをmめて３n

�����oでpqしたrについて�hsのt�

��uvはwいxyをzびせている�すなわ

ち�{に"|}~の?�#に%ぎないdjk

の"�a�の�に�ふのi�#を�ては"e

;を�ること���の��G�でなきかを�

はる#と�べた~で�"����が�きた�#

とその��を�んだのである�これにfし�

�>のt���uvが����"�����

u#を�き�t���uvも���して�~

� に¡¢するのであるが�t���uvが

?���£たるdjkへの¤¥を¦§にする

のにfし�t���uvは"�¨©ªの«め

より�¨¬;の�£は­®の¯に°±なき#

ことを£²して��している�
��

"��R@の

SGT#の³´たるdjkにfする�t��

�uvのこうしたµ¶は�"��R@のSG

T#と��·¸¹とのºに»·した¼い½を

うかがわせ����たる¾に�¨:;たろう

とする¿¹のÀÁもÂみÃれる�
��

だが�Äを

Åえれば�その0�Æ�は�­®へのÇÈと

いう°Éさえクリアすれば��8djkの�

ÊがËわれることをÌしてもいる�さらに�

djÍlZÎ�l\の�ÏやÐÑÒÓのÔÕ

は�それまでUずしもしっくりいっていなかっ

た"��R@のSGT#と?�@ではない�

�·¸¹8�Ö¹とのºの½を×めただけで

なく�"���たること#が�¨:;のØÙ

から³´へのÚを©くことをÌしたのである�

だからこそ�Û¹°TÜのメルクマールがこ

のあたりに��せるのである�XいÝえれば�

Þßにàってようやく�"��R@のSGT#

と��·¸¹8�Ö¹とをáせて"��#と

いう°XでWすことにâßãをäえないåæ

が��したのだといえよう�

ところで����はイタリア8ドイツから

のç�も�けていた���	�ZÞß３\�には

ムッソリーニ��の��でローマeから��

����が�また���
ZÞß��\�には	�

ドイツ[
��R�から����Ð�が�そ

れぞれ��されて���@の�iである��

�に�てられた�"���#は�����の

��といった��も	し�����ZÞß��\�

にA�したヒトラー
ユーゲントの�¦を�

けたcdeは�
°�に�りつぶされた�ま

た�イギリスのボーイスカウトの��のもと

: � � � � � ���	 �２
èéê



に�������から����にかけて��で��

していた��	は�����には
�を�
に

��され�その����のあり�はイギリス

�からイタリア�ドイツ�へ�また�����

�へとシフトしていった�
��

かくして�������はこの� �!"

との#$%&とも'(しつつ�)���を�

*する+
,�-についた�����という

.'/は���012�342を5ごと6き

7んで�)�89:ネイション;の<=,�

-を>した?いそのままに�ついにその�


にまで@り3たのである�

Ⅲ ������の�� 	
��の

サバイバル

１
���の�	�の��

AB��:����;�８C��)を�DEはF

�GHのIJでKえた�ちょうど��Lと５

かCである�MNというOPをうけてQR

のSTからUき�みずから�VMWXYZ

D[\�という]^を^のった��VM�

して_`のaが�XY�にbしたという_

�は�MNがcdをはさむe�のないほど

_fでghなきものだったことをijする�

DEはNiklを_mのnoとpえ�qの

rsもtuもなくNvをwxしてきたから�

Myもgzだった�)�8{のMyはDE

のMyであり�|2はQ/だったのである�
��

}�~�*を���に�じ������８C��

)の����は��_らの�Nの�i*fだ

とpえて�)には��を�かせていたという

��DEを�)�のMNというO�は��,

に�ちのめした�DEによって��され�N

��の)�にあってDEとともに�が�の�

を��していた����\�たちにとっても�

MNというO�が��でなかったはずはない�

)�8{のMyがDEのMyであるならば�

それはとりもなおさず�らのMyでもあった�

����\�たちは� ¡の¢にようやく

�£¤�となった¥¦もまた�§てなかった

のである�

�¨©ªに«¬した­¤のª®¯3によつ

て°±²は³´のµしさをQ¶し�·¸¹を

めぐつてºかさを»�し�
��

¨©°¼½¾�が

�Q¿Àい¨©のÁÂ�をÃÄに­¤とÅÆ

�をxつ
��

など�½¾�でいちÇいÈÉがÊら

れたいっぽう�N§ËÌをÍて7んでª®Î

Ï�ÐÑ®にÁてられたÒÓは�ÓÔをÕむ

�にMNとなって�Ö�のまま���×のØ

ÊのÙf�をあざけるかのように�ぶざまに

�り3されて�いた�
��

MNÚÛのこの� に�

������や���Ü�がどのようにÝわ

れたかを»すÞßはきわめてàしいが�おそ

らくはこのÖ�の}ÒÓと'á�うやむやに

�り3されていたものとâわれる�

２
��の��Ⅱ ��から����へ

��	
の10��

����:AB��;�６C�¨©ªS�ãで�

ä４¦å)�æç����が�かれた�å)

�æç��の���©����ÃWÃ�の�

�りである�
��

'じS�ãで��DEが�	を


るってから����f��´の��¬��と

����アイデンティティの�� èéê



して��でもあった��は�この��をきっ

かけとして��	を
�した�
���りを

	�してそのスタートを�ることになる�

��の��は��として���の��のさ

なかにあり���されていた !"の#$%

の&'への()*+の,-./が0�にはなっ

ても�12を3る45は6なかった���の

��にとって�7が�の8を9:した;<=

�>?�)の@Aは���を+きBくにあたっ

て�CらかにDEになっていた�FGH�


IJ��の��KLはこのMNにOPづける

ことができる��QRSと��のTUをVい

Wり��
��としてXYZすることが��

���の	�すべきテーマとなったのである�

�
��[を	�す���が�\��
]^

と_なしていたのはまず`a"であり�=い

でb"cdであった�����efg��hi９j�

`a"が`akGQlmnとしてQlmnに

�oされ�さらに����efg��hi１j１G�

pq７カqとrsした���がt�u���v

とwxしたyにb"z{ノ|}cdや ~"z

��"z������などが��に��され

たこともあって��u�
はこうした���


を�りにしたものとしてYZした�

しかし�t�u�
の��vとされたのは�

そうした~かな��ではなかった�

b���の�
の��の
つに����

�とi)��があげられる�とくに��u

は��をはじめとして�����z��z

i)��の��であるが�それを��が�

��に�
 ¡として¢てていったところ

に��
��への£づくりがあった�
��

その)でも��'との¤Iでとりわけ¥¦

§いのがt�りvという�
]^である�

fg��ie����h��j�;
¨の�uま

つりが©�された�ª«に¬­する�F®

の¯
�という°¦からYZし�±iから

は９j��������Gの²G³�´iKLす

ることになった���iにはこれとµ�に�

¶+·�²¸¹ºi�が©�されたが�こ

れは�uの»¼が�
 ¡としてD½であ

ることを¾えていた�¿"À�Áが�fg

��ie���	h３jXÂされると��
には

とくにÃを�れ�±��i９j©�されたÄ

Å��
ママ

Æºi�をÇÈに��uまつりのÉ

Êを�
�にwめ�#$�Ëを)Ì��と

するように�ら�Íした�これより�uの

�
に�ÎヶÏと#$%の»¼がÐくÑち

Yされることとなった�
�	

つまり���の�
��[においては�ま

ず�Òサイドの�
[の°Óがªにあって�

その]^として»¼がÔÕされるというÖ×

になっているのである��
というテーマを

°Øしつつ�たに�みÙされたそのt»¼v

は�ÚÛÜÁz~ÝÞßとゆかりの§い¶+

·�がª�し�àá�uâのÄÅ�ãz#$

%があとにäくe;２¨åæの�uまつりK

LGである９j��Gは��çではあるがÄÅ

�ãにおける�uâæ�のGであるh�それ

は�����を)Ìにして��し�p�へ�

Q y � Ã � , ;��	 ;２
èéê



み�むことはほとんどない�こうした��の

�で����には	
��の
���と��

とを�びつけた�����は�そうした	


��との��しい��から�り�され�� 

たる!"#$と%した��
&'()�の*

+をスキップし�,	
の��に-�した

�!"&.'��()�の/0 これは�

���12の345�との6�を78の9で

*+せず��,からの:;で<5%したまま

であった�=>もない�?の��@AのB�

にとって�CDEにFGなリセットボタンと

なった�この��B�は-,にHかにあった


���の�
のIJをKしLり�,	
M�

NOPQMとの>にQたな��を�んだので

ある�

RSMTがUVするように�W�=の��

は��
XEなもの<YにZ[から\き]お

うとしない78を�み0し�さらには�^_

`a'�baのcdを�み0していった��
��

このcdは��=��e�においてはかえっ

て�cれられた_`a'ba�をfgするh

きにつながっていき��iならIJにjめら

れるべきであった�cれられた_`a'ba�

とはkなのかをめぐるlmとしてnoされて

いくのである�
��

��の�IJリセット�は�

そのような�=��e�のcdとfgのpq

にrsされるべきものである�

とはいうものの��=��のたどった*t

は�uvのwxをyびている�そのz{のv

|は�cれられた_`a'�baを�W���

としてfgするという}~が����^と

<���^との�F�しになるという�にあっ

た��つの�^5+は����12の345�

としては�ともに�いW�のIJである�し

かしそこには�もはや�い�となったIJと

いまだ��しいIJ���な��となったI

JとならなかったIJ
��

というように��Eに

�いがあった�������の�では��W�

��としてのcdとfgとは��けようもな

く��の{��をめぐるものであった�しか

し����では�
わりに���^をfgす

るという���が�@し�しかもそれは!"

#$としても��していたのである�

このv�X�が���の{��をめぐるf

g それは�もし��したならば�
��

�のもとで�が�の�を� した¡らの¢L

が£しく¤われ��アイデンティティの¥��

の¦iに-�するものにならざるを§なかっ

たであろう を���のB�が¨©りする

ことをª�にした����¡«の８¬����

��­®[¯°の９¬���といったI±�が

²³されるのに´µ¶して�８¬���という

�·の¸つ7¹は�����ではºみられる

ことなく��<���^と���という¤»

はほとんど¼sに½しい¾¿にsかれるので

ある�しかも�ÀにÁべたように�<���

^?は�それまでÂずしも<5Ãのなかった

Ä­2ÅÆと��ÇÈ@A'0Éの<Y.Ê

とが<5%し����B�イコール���1

2�という78がËÌされた�
であった�

それがcdされることによって����Bイ

コール12�といった¡Íイメージが�あた

かも�からそうであったかのように�アイデ

ンティティÎリソースとしてuりÏきをÐめ

	
��アイデンティティのÑÒ ÓÔÕ



るのである�

こうして������は�	
から��す

べく
�
��を��する�で����の�

����を��したまま����の���を

��するという��をする�このような�を

�んだ !は"��その#$イメージをいか

に%&していったのだろうか�この'が�(

)で*じるべき�+テーマである�

３�������の�	 
�された��


の���イメージ������

,)で-たように�����./と01に

2まれた
�
��と#$34された��5

6で7られる�./�とは�	
としての#

らの89/を��したままで�,89/�と

りわけ:;<=/を��するという>#の?

@をAっていた�BC,Dの����の7り

を34したのがEFGHであるとすれば��

�����の7りを34したのはIJKLM

であった�

NOPとのCQがしづらくなった���

の�RのSは�TUのVWX�だとYうん

です�あれはIJKLMのZ[ですからね�

あれは\んだ が���Pはだまされた�

とYう]4^ですから�
��

��の./の_`は�Sのabがcきい

とYう�dに��は�[eがfいたSがす

ごく\まれていて�そのabがcきかった

とYう��TUのVWX�をfいたIJK

LMghとか�ijklgh�mnopq

gh このおprのabがどっしりcき

い�
��

,のstは���9��56�Nu����v

����wであるixy�のものであり��Xは

���9�Nu����v����wのz{|}のもの

である�

IJは��	�uBC
�w~���6�e�と

りわけ6���を�り�げた�TUのVWX�

を����������にs�した�この[

�は�6���ひいては��Pを�����

や����け�きとは��な�いささか��

に�ぎる��� として¡いた�その��P

は�6��¢やEx£¤に�そして¥Nに¦

§され�¨まずして©いたª
«V¬として

いつしか­®¯°の±に²れ��¢や£¤が

³みに´をかわすµらで¶·�¸の�¹を�

´にº»った�その¼½¾を¿Àする7りÁ

は��,のEFGHの7りなどには-られな

かったものである�

この[�は�ÂÃÄÅが6���に２Æの

ÇÈをÉえたという/Êをクローズアップし�

��がËぬまでそのÇÈをÌ´ÍさずAって

いたというエピソードでÎ7がÏじられる�

ÇÈ#Ðは�¹ÑÒNの�Ó~/�にも}Ô

があるようによくÕられたものである�だが

IJはそこに��,とはÖう>#の7りをÉ

えた��TUのVWX�において�このÇÈ

の×Øは�ÂÃÄÅと6���とのÙ �Ú

ÛÜÝ�そして6���のÂÃÄÅÙ への

Þßしたàáとâãへとäびつけられる�å

�æçくª
にあって���する��なÂÃ

� � � � * � ��
ç �２�èéê



��は�����と�	
とを�みとした�


��なほどに���で
��の���を�

する����は�����からの��を�け�

その��を�ろ�に�� !の"#や$%の

&に'ちはだかった�のみならず�����

は����が(に)した*りにはその+,の

ため-ら./で01し�����23の4を

5にした��は
67し�8が'たず�と9

:される�そして;<=>を?に@�はAB

し��	
はCD
にEFられ�GHIJに

もEFられて�KLMNのOきPにQうので

ある�

こうした
RSのTUV�のWXYZが[

を\]するか�その/では��	
の
^��

とは����の����に_する`aにbc

する�dVのefgでhiな��jkこそが�

�	
の`aのlmなのである�nにoえば�

����23p�q��=>のrsで���

��と�	
の
^�のt�はuたれたので

ある�

vwgな
�	x#のyz{�gな|}~

からは�こうしたXりは�して��できない�

�qの�めから�らが�い�めてきた
��

^��における
^��とは�����ef

に�ったものではなく���そのものに_す

る`aだったのである�そうでなければ��

���をめぐる
���は��gに���と

なる�

しかし������を��したまま��さ

れた���においては�そうした�がらみの

jkはかえって��まといになる��	
と

���のjkではなく�����と����

とのefgなf�ドラマとして
^��をX

ることで�そのjkが�qに ぶことはなく

なる�そうなれば����	を�q¡�から

Fり¢された£¤としてXることが��にな

る�それは�
¥¡¦�の§¨�という��

�	の©Lを��のªに«め¬く���	の


~­�®�には�¯めて°±²な³´であっ

た�

ただし��	にjするこうした
µ¶�~�

の³´には��·¸¹�もあった�すなわち�

���	においてfºが��をXるときに�


�	がいかに»げられていたか�を�しき

りと¼½するようになったのである����

����の
�	�は��q@¾から¿Àg

にいじめられたÁÂVとしてのみ�Xられる

ようになった�

このrÃ��	Ä�Åを/7としたoÆÇ

�でXられた
È�� それは�
~­�

®�と-Éされ�ÊËもされた のXり�

としてÌAにÍげられるべきfWに�.ÎÏ

ÐÑがいる�ÒÓ�	/pÔÕÖを×て�	

Ä�ÅØÙにÚり�ÛÜ~­Ý�まで^めた

.Îは��	�Þ�p�	�®�といった�

	のßà��á{の�âVであった�µ¶ã

äåとのhæもçかった�は�
µ¶�~�

を�き�ぐ�で�����やそれに�く�	

の
���について�んに�oしている�
��

�

	
�
�その�の	
の�p�
への¼Ó

�������r���した�	
#の�{

を�¥であるが�に��できなかったこと�

�	��Vというだけで@¾Ö�にはなれな

かったこと������rに����±Åで

���	アイデンティティの!� èéè



あった��でなく���の���	
に��

が
かれたこと������であった���

�の���への�����の��が� !�

�よりも"れたこと��#$%&'($%)

*&'が��には�
されなかったこと

それらの+,は�-./0や123�をはら

みつつも45の678-.を9まえ�そこか

ら:;する<=>?はもっぱら<@A?へと

Bいた�CDEFGはあるエッセイのHで�

@AをIしくJうKL�MN(OPにQして

RSな��TのUをVWしている
��

が�これは

XYをはじめとするZ[��の<\]7&?

の^Bであり�さらにはCD_`とaなるも

のでもあった�
��

bcは�<アンチ@A7\?

をde8にfgっていた�

hijk�lmnoのpqのrで<st�

�?が$uされたように�hi[k�CDE

FGのpqrに��は<\]7&?vwのx

yをzえた�CD{&が|}に~け�れられ

ている�り�<��?の,い�もまた�|}

8に~け�れられるものとして��した�

4��Z�rに�が|の�を��し��Zに

よって����8に�ちのめされた��は�

��の��へ�しやられた�����kと�

yとを��するZ[��の<\]7&?は�

<��の��?と<@Aへの=>?とがあた

かも� Z�から�yまで¡¢と£いてきた

かのような<67?を¤ぎ¥した�つまり�

¦§¨|©SZ[の{ªにおいて<��?を

«るとは�_らを<¬y­®の¯°c?とし

て«ることに!ならなかった�,い±えれば�

²L³の«り´とはµ¶に�<��?がその

ように«られるべき·¸となったのは�¦§

¨|©SZ[のことなのである�

Z[<��?における<\]7&?の¹�

は��¸もなおº2く·¸している�ただし�

CDEFGやXY»¼½といったa¾T¿が

d¨いで|をÀるH�Á®8な<����の

@Aへの=>?というÂÃをjÄとしつつも�

その=ÅをどうにかしてÆき�<iÆ?をÇ

ÈしようというÉきが¥てきてもいる�そう

したÉきを����においてy²するのが�

ÊËÌÍである�
��

Êはまず�@Aへの=Åを<すっきりしな

いÎみたいな=Å?と²�し�その=Åを,

ÏにしようとしたT¿としてXY»¼½をÐ

り³げる�そして�XYが«る=Åのうち�

7Ñ8にÒÓÔÕなÖ×をÐり³げてÒÓし�

ØÙÚÛÜÝのÞßをàけばáずしも@Aの

âにãすべきものではないと�Öづける�

その³でÊは�����ä{å３æ�の<{å

ç�?に�まり�������の<�*の�?か

ら����ä��２æ�の<�@Z�?に�る@

A�と���との��の67に�をBける�

これらの��はすべて<.�は��Q@Aの

Zに��した?のだととらえるÊは�<��

�はなぜか{å¼�からの¼�}�@A�を

���するかのように�@Aに��に��に

と�Éしてきた?と��する�そして��に

�べた<��のT�の=Åはº�が	い?と

いう��とÜわせ�<Îみたいな=Å?にQ

する
�8な<�
?をÇÈする�<��の

��?や<M@の����?といったZ[�

�の<\]7&?における��8な��に�

Ù � � � Ö � ¦��	 ¦２
èéê



を�え���との����を	
す�の�


は���らの��の����への�� �

����は�����������や �からの

!"#�$%の$&を'(ならず)*してい

る を+,し�その�
の-.を/えよう

とするものである0しかし�12345から

67の89を
じるという�の�
は�:7

をスキップする�;<5=�のスタイルを>

?しており�@AとしてそのBCの�
たら

ざるをDないというEFをGしてもいるので

ある0

４�����が�けなかった����	

�とはHのI(から�JK��をLMして

きた�;<5=�を+,する
Nは�Oにい

る0��PQでもRSでもないT��UのV

Wから���にわたって��5XYにZ[し

てきた\]^は�その7_`aPであろう0

\]は��������Jbcdの��efgh

ijklのXYから��5XYにmnするが�

そのoの89pqとして�rくのstUにu

vするwxとしてyzに{するのに|たある

}のKろめたさ�それに~え������の

��を��としてではなく�����h��

'�の��として������を��`に�

き�まれた����7のw�に��い���

への ¡�そしてその¢£としての��への

¤¥のようなもの�
��

があったと¦�している0

こうした\]の§¨は���5XYにおいて

は©ªなものであった0

ここから\]は��5XYに«く¬わって

いくが���Jbと­®¯�.°Jとの¬±

への89pqは²のXYの�³として´にあっ

た0µえば������には¯のような$¶を·

なっている0

しかし'¸>み�んで�'�¹をはるか

に/えるºの�しかもstU»�から¼れ

ばあくまでも'½©¾¿ÀÁÂÃÄの¾Å

bÆJであり�'Ç�ÈにとってはÉÊを

ËけたにÃÌない��Jbを�そしてその

KÍが°rÎをÏめるはずの6Pの���

�がÀÐのÑx;に@Òして
じ�しかも

それが�JKstUÓÔのÕÖ;にそぐわ

ないものがr×にØÙに¼Ëけられるのは

なぜであろうか0

��における��JK5は�どのような

ÚÛをÚてÜsにいたり�ÀÐのÑxがÝ

°Þßàされて��'Ç��のものとなり�

そのpqのáれは�67にßきるstU»

�の'½をâãする��Uとして�Ü¯°

JJKpqの°きなáれとどのようにäな

りåい�あるいはäなりåわないものとし

てáれをæãしているのであろうか0
��

このような8いをçげかける\]は���

�の��は»��ÀÐpqを�っている�と

��する�����の�;<5=�に{して

¯­にÌ��を	くようになり���5をX

Yしつつもその+,Nとなっていった0

���さんは
��に:づくにつれ�

���Jbの��をもっと�くstUが
っ

ていたならば����Jbの��は�けら

:7��アイデンティティの�� èéê



れたかもしれない�と��り�し�べるよ

うになりましたが�このあたりの�しいと

ころを�けて�あくまでも��	
の��

に
はない�とする����を�げながら�

その��で��の��を�����の��

とされようとしたところに����な !

がありました"

#が$%&さんに'(しようとしたもの

は�)*+,とした �-.���の/0を

12しつつ�3いのみを4えて56する

������による �78の9:��など

ではなく���の�;を<り=げ���を

>?せしめた��に���の��を@�A

B�CDEがFわれる���のG�HIJ

KのLきに�どこかでMLしえるNOPを

��の�QにRSする �7TのUVく��

だったのです"
��

WXはこのように�YZ$%&の[ち\]

を^_する"YZは���`aの��をもっ

とbく���がcっていたならば�と�べた

という"しかし�WXの�'(�からすれば

deなことではあるが�ここでfかびgがっ

てくるのは�YZhiが�ひいては`8��

hiが�jは���`aの���をcらなかっ

たのではないか�というkFである"

��はlmもn2をoけなかったし�p

qにはrsのMtがあって�urへvwし

xくの`y
をvしたが�z{`aほどの

|ではなかった"
��

こう�べるYZは�����}Kまれでありな

がら�~らかに�`a�をcらないのである"

だからこそ��の��に�けて�nの��が

`�か��の�に�かれて�って?て���

の�をさそったが�z{`aのような��な

�みどろのaいや �なyがこの�にあった

わけではない�
��

といった�@Bによっては�

めて��な��ができる"�z{`aのよう

な��な�みどろのaいや �なy�は�

�この��にはなくても�かの��にはあっ

たのだ"pqから`�に�かった��は�そ

のような���な�みどろのaいや �なy�

の��
であったのだ"この�たり�の�j

にYZが�い�ることはない"YZが�ある

ごとに�る�z{`aの���の�その� 

とは¡¢の�£さ�は�z{`aの¤¥を¦

§に¨えるくだりに�©なくª«される"¬

をハワイに�0­をアメリカに�®¯を¦§

に�それぞれなぞらえたgで��A°±²を

�く ³´にµ¶でぶっ·したのは��く¸

じだった�
��

とYZは¹く"ºは�hiが»¼

�にしかcらない�¦§�½�¾¿À`a�

をÁして�hÂのKまれた}よりも��}Ãく

�のv?�である�z{`a�を!Äしよう

としているからこそ�Å
が¸じに@えるの

だということにÆÇいていない"vwし�`

�のyをiÃにÈÉした
であれば�あるい

は¦§やn2にさらされ�yのÊËをくぐり

ÌけてKき�った
であれば�そのÈÉをÁ

じてz{`aをもっとリアルにÍÎできたか

もcれない"しかし�	`�Ï��Ðであった

はずのYZには�そのどちらのÈÉもうかが

C D Ñ ¶ Ò Ó Ô��Õ Ô２Ö×ØÙ



えない�
��

��の�����	が
つ��さ	

は�
���に�かにあったはずの����

�を��の��とすることなく���が��

したはずもない�い�の����へと !す

ることによって�"けようもなく#じたこと

だったのではないだろうか�

�$%&の�����	の'(は�もはや

)らかであろう�����や*+,-�をい

くら./しても�0�の%&1たちがはまり

2んだ345の678は9えない�:と%&

;<との=にあるとされる�>?	とは��

$%&で@みAげられた�B�	が#んだ�

�$#まれの-しいCDなのである�EFG

は�それがCDであることにHIいていた�

しかし�そのCDのJこうにはKがLされて

いるのか�また�MりNげるべき�OPのQ

R	はどこにあるのか�そうしたことが�$

%&ではっきりとSTされることは�0Uに

VるまでついになかったとWわざるをXない�

YZ[�のピースが\けたまま]みAげられ

たジグソーパズルのような�$%&の���

��	は^や�%&;<における��_`の

abcdeJともYなって�そのf��もろ

ともghされてしまうijにあるとWえるの

ではないだろうか�

ここまで�����から0�にVる�f�

�Aの�klのm
n	としての�%&	の

oBをたどってきた�p$に�そのoBをq

rにまとめるとともに�^$にJけてどのよ

うなstをXることができるのか�uvする

ことにしたい�

Ⅳ おわりに

%&f��は�wxにわたるklとのyz

のB�であった�%&の1{が|}のH�を

~わえたのは�ほんのつかの=でしかなかっ

た�にもかかわらず�ゆかりを�する1{の

アイデンティティを��%&	はf�を�し

て��し�けている����	とラベリング

され�����$も�k}	であり�けた

�%&	は�どうやって#き�ってきたのか�

そのサバイバル��を)らかにするというの

が���の��であった�

f�%&のサバイバル��は�きくwつの

�bに��できる���は����から�w

��(��までであり�$�は�w��(�

�$�0UにVるまでの�bである�

�%&��たちは���のklを�きしめ

て������	という��をとった�k�

の��を��にbすことは�)�f���が

� され��¡されていく¢では�もはや£

¤¥であった�そこで��k}	の¦§を"

けようもなく¨き©けたªらは�,-��を

もって«¬の�­®¯°±«���	に²�

し��を�ごうとしたのである�それは�

�³*	と���	とのw´µ¶·を¸¹し

た�³*��	というº»に¼½した�

�����	という5¾が¡てられるや�

ここから�%&	の���	は¿Àする�そ

れはまるで���	として�xは���	と

いうf�Á�の��ÂÃのÄへÅりÆされた

B�からの¶ÇÈのようであった��%&	
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